
 

 

福岡協会 

久留米地区のこども食堂へ支援金を寄付しました 

 福岡協会（会長：小屋松徹也 日本生命福岡総合支社理事支社長）は、会員会社 48支

社の職員 7,000 名から寄せられた募金の一部を、1月 15日に佐藤久留米地区会長から

久留米地区のこども食堂への支援として 30万円を寄付しました。 

 贈呈式には、久留米副市長に参加いただき、「地域の子供や大人たちと食事をする場で

ある「こども食堂」は子どもの孤立・孤食の解消に役立ちます。いただいた支援金は、

子育てしやすい社会づくりに活用させていただきます。」とのお言葉と感謝状をいただ

きました。 

 

 当会では今後も引き続き、「こども食堂」への支援に取り組んでいきます。 


